
Ｎ

Ｐ

Ｏ

法

人

茨

城

県

防

災

士

会

 
加

瀬

孝

雄

理

事

長

に

聞

く

 

━

東

日

本

大

震

災

の

教

訓

は

。 

東

日

本

大

震

災

の

悲

惨

さ

を

経

験

し

た

私

た

ち

は

、

こ

の

辛

く

苦

し

い

大

震

災

の

記

憶

を

、

時

の

経

過

と

共

に

風

化

さ

せ

て

は

な

ら

な

い

。

ま

た

、

現

在

、

約

３

９

０

０

０

人

が

故

郷

を

追

わ

れ

帰

宅

困

難

者

で

あ

る

こ

と

も

忘

れ

て

は

な

ら

な

い

。

過

去

の

災

害

の

歴

史

を

学

び

、

悲

劇

を

繰

り

返

さ

な

い

た

め

、

防

災

士

は

自

助

・

共

助

等

を

通

じ

て

防

災

力

の

向

上

を

目

指

し

後

世

へ

伝

え

る

義

務

が

あ

る

。

 

明

治

と

昭

和

に

大

き

な

地

震

が

起

き

た

岩

手

県

宮

古

市

姉

吉

地

区

で

は

、

大

津

波

記

念

碑

が

建

て

ら

れ

「

こ

こ

よ

り

下

に

家

を

建

て

る

な

」
と

言

い

伝

え

ら

れ

て

き

た

。

東

日

本

大

震

災

で

は

津

波

に

襲

わ

れ

な

が

ら

も

被

害

を

免

れ

た

。

 

 

東

日

本

大

震

災

で

７

４

人

の

児

童

と

一

〇

人

の

先

生

が

津

波

の

犠

牲

と

な

っ

た

宮

城

県

下

の

大

川

小

学

校

の

裁

判

が

最

高

裁

の

控

訴

審

判

決

で

結

審

し

た

。

二

審

で

は

避

難

計

画

や

避

難

訓

練

と

い

っ

た

事

前

防

災

が

十

分

で

な

か

っ

た

こ

と

、

避

難

の

判

断

が

で

き

ず

悲

劇

が

起

こ

っ

た

と

の

判

決

が

下

さ

れ

た

。

防

災

教

育

を

行

っ

て

き

た

岩

手

県

釜

石

市

で

は

、

小

中

学

生

の

ほ

と

ん

ど

が

訓

練

ど

お

り

に

高

台

に

自

主

避

難

し

て

被

害

を

免

れ

た

。

毎

年

の

避

難

訓

練

、

避

難

計

画

の

見

直

し

等

に

よ

っ

て

、

防

災

意

識

を

高

め

る

こ

と

が

大

切

だ

。

 

━

コ

ロ

ナ

禍

を

踏

ま

え

た

避

難

行

動

の

在

り

方

に

つ

い

て

。

 
 

 
 

加

瀬

 

コ

ロ

ナ

禍

で

避

難

所

の

在

り

方

が

変

わ

っ

た

。

新

型

コ

ロ

ナ

ウ

イ

ル

ス

の

感

染

拡

大

防

止

の

た

め

、

手

洗

い

や

う

が

い

と

い

っ

た

衛

生

面

は

も

ち

ろ

ん

、
密

閉
・

密

接

・

密

集

の

３

密

を

避

け

る

た

め

の

分

散

避

難

が

求

め

ら

れ

て

い

る

。

 

従

来

の

避

難

所

で

は

一

人

当

た

り

の

ス

ペ

ー

ス

が

狭

く

、

感

染

防

止

に

は

十

分

な

ス

ペ

ー

ス

を

必

要

と

す

る

。

公

的

な

避

難

所

以

外

に

、

ホ

テ

ル

や

民

宿

、

友

人

や

知

人

宅

な

ど

を

避

難

所

と

し

て

想

定

し

、

安

全

を

確

保

し

て

ほ

し

い

。

避

難

所

の

環

境

改

善

を

考

え

る

と

、

コ

ロ

ナ

が

収

束

し

て

も

分

散

避

難

は

続

く

だ

ろ

う

。

 

━

地

域

の

防

災

力

の

現

状

と

課

題

、

県

防

災

士

会

の

取

り

組

み

は

。

 

加

瀬

 

地

球

温

暖

化

に

よ

る

気

候

変

動

で

、

台

風

や

集

中

豪

雨

な

ど

に

よ

る

自

然

災

害

が

激

甚

化

、

頻

発

化

し

生

活

に

影

響

を

与

え

て

い

る

。

恐

い

の

は

「

自

分

は

大

丈

夫

」

と

思

っ

て

し

ま

う

「

正

常

性

バ

イ

ア

ス

」
。
今

ま

で

被

災

し

な

か



っ

た

か

ら

今

回

も

避

難

し

な

い

で

大

丈

夫

と

は

い

え

な

い

。

命

を

守

る

た

め

の

行

動

を

判

断

す

る

力

が

求

め

ら

れ

る

。
 

地

域

の

防

災

力

の

向

上

を

推

進

す

る

県

防

災

士

会

は

「

自

分

の

命

は

自

分

で

守

る

」

と

い

う

意

識

を

高

め

る

活

動

に

取

り

組

む

。

自

治

体

や

地

域

な

ど

の

防

災

訓

練

で

啓

発

活

動

を

行

う

。

小

学

校

区

や

自

治

会

単

位

で

地

区

防

災

計

画

の

策

定

が

必

要

と

さ

れ

て

い

る

。

そ

こ

で

、

会

と

し

て

は

地

域

に

入

っ

て

参

画

支

援

が

で

き

れ

ば

と

考

え

て

い

る

。

 

２

０

１

８

年

の

熊

本

地

震

で

は

災

害

死

５

０

人

、

災

害

関

連

死

が

２

０

０

人

を

超

え

た

。

慣

れ

な

い

避

難

所

生

活

で

の

疲

労

や

持

病

の

悪

化

な

ど

で

関

連

死

が

多

く

な

る

実

態

が

あ

る

。

小

学

校

で

の

防

災

教

育

で

は

、

妊

婦

や

ペ

ッ

ト

連

れ

な

ど

避

難

者

の

特

徴

が

示

さ

れ

た

イ

ラ

ス

ト

入

り

の

カ

ー

ド

を

使

っ

て

避

難

所

運

営

ゲ

ー

ム

を

取

り

入

れ

て

お

り

、

参

加

者

は

熱

心

に

取

り

組

ん

で

く

れ

る

。

 

━

防

災

に

対

す

る

企

業

の

役

割

や

地

域

と

の

関

わ

り

は

。

 

加

瀬

 

企

業

は

災

害

時

に

事

業

を

継

続

す

る

た

め

の

計

画

書

（

Ｂ

Ｃ

Ｐ

）

を

策

定

し

持

続

す

る

努

力

が

求

め

ら

れ

て

い

る

。
電

力
・

ガ

ス

・

水

道

な

ど

ラ

イ

フ

ラ

イ

ン

が

止

ま

り

、

食

料

や

物

資

不

足

が

起

こ

る

災

害

時

に

、

経

済

を

停

滞

さ

せ

な

い

た

め

に

事

業

を

継

続

す

る

こ

と

も

企

業

の

役

割

と

い

え

る

。

台

風

な

ど

で

航

空

会

社

や

鉄

道

会

社

が

行

う

計

画

運

休

は

、

空

振

り

で

も

事

前

に

備

え

る

こ

と

で

被

害

が

少

な

く

済

む

と

考

え

ら

れ

る

。

 

 

自

治

会

長

を

務

め

た

際

に

は

、

地

域

内

に

あ

る

学

校

給

食

を

調

理

す

る

会

社

か

ら

災

害

時

に

水

の

提

供

を

受

け

る

協

定

を

結

び

、

大

手

の

住

宅

設

備

メ

ー

カ

ー

と

は

シ

ョ

ー

ル

ー

ム

を

災

害

時

に

開

放

し

避

難

所

と

す

る

協

定

を

交

わ

し

た

。

 

地

域

に

根

差

す

企

業

と

知

恵

を

出

し

合

い

、

き

め

細

か

な

防

災

計

画

を

練

る

こ

と

が

災

害

時

の

大

き

な

力

と

な

る

。

企

業

側

は

地

域

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

に

参

加

で

き

、

社

会

貢

献

が

可

能

と

な

る

。

住

民

側

に

と

っ

て

は

日

ご

ろ

か

ら

企

業

と

の

コ

ミ

ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

を

図

る

こ

と

で

、

災

害

時

の

連

携

が

期

待

で

き

る

。

 

 

か

せ

・

た

か

お

 

１

９

５

０

年

生

ま

れ

。

２

０

１

０

年

県

警

本

部

交

通

部

運

転

管

理

課

長

在

職

中

に

防

災

士

の

資

格

を

取

得

。

１

１

年

に

退

職

後

、

Ｎ

Ｐ

Ｏ

法

人

茨

城

県

防

災

士

会

の

一

員

と

し

て

地

域

の

防

災

力

向

上

に

力

を

尽

く

す

。

２

０

年

５

月

か

ら

同

会

理

事

長

。

 


